
平成２７年度 第１回にかほ市総合教育会議会議録 

 

１．期   日  平成２７年８月１１日 火曜日 

２．場   所  象潟庁舎 ２階 大会議室 

３．開   会  午後３時００分 

４．閉   会  午後４時２３分 

５．出席委員  市長 横山 忠長、教育委員長 大久保 敬一、教育委員 佐々木 郁子 

教育委員 鈴木 和子、教育委員 吉泉 聡、教育長 齋藤 光正 

６．説明のための出席者 

総務部長 齋藤 均、教育次長 齊藤 義行 

総務課長 齋藤 隆、教育総務課長 池田 昭一、学校教育課長 木谷 玲子 

総務行政改革班 佐藤 喜仁、教育総務班 佐藤 里佳 

 

７．案   件  （１）にかほ市総合教育会議設置要綱について 

（２）教育の振興に関する施策の大綱（にかほ市教育大綱）（案）について 

（３）いじめについて 

（４）その他 

 

【開会 午後３時３０分】 

 

○事務局（佐藤 総務行政改革班長） 

これより、第 1回にかほ市総合教育会議を開会いたします。 

開会にあたりまして市長よりごあいさつをいただきたいと思います。 

 

○市長 

今日は大変お忙しいところ、教育委員の皆様方には、第 1 回にかほ市総合教育会議にお

集まりいただきまして、誠にありがとうございます。また、大久保委員長はじめ教育委員

の皆様方には、日頃から学校教育の充実強化、あるいは子どもたちの健全育成等にご尽力

いただいていることに対し、心から感謝申し上げます。さて、ご承知のようにこの総合教

育会議は、今年の 4 月 1 日に施行されました「地方教育行政の組織および運営に関する法

律の一部を改正する法律」に基づいて開催するものでございますが、皆様方とは同一の意

識のもとに一致協力しながら、今後の教育行政にあたって参りたいと考えているところで

あります。いずれにしましても、法律が改正されても、教育に関する基本的なところは変

わるものではなく、すべての行政の根底にある大切なものは、人づくりでございます。今

日の協議であります「教育大綱」は、今後の教育目標や進むべき方向性を定めるもので、

将来に向けてしっかりと議論を重ねて参りたいと考えますので、よろしくお願い申し上げ

まして、開会にあたっての挨拶とさせていただきます。 



○事務局（佐藤・総務行政改革班長） 

それでは、次に教育委員長よりごあいさつをお願いいたします。 

 

○大久保・委員長 

ただいま市長がお話しされたことを踏まえて、今までの本市の教育行政はどういうもの

であったのかといろいろ調べてみました。見て感じてきたことをここでお話したいと思い

ます。 

私個人の気持ちで委員の皆さんがどうかは分かりませんが、私は、にかほ市の教育行政

というものは、この教育大綱を作ったりしなくても良いほどしっかり確立されているよう

に感じています。市長との総合連携の図り方やいろいろなことは、事務局を含め、私たち

委員とも風通しのよい教育行政になっていると委員の皆さんとも確認をしたいと思ってい

ます。基本的なことは、子どもたちが喜んで登校する、喜んで日々の生活をする、そして

お互いに助け合いながら生きていく、そして、にかほ市の将来を担う、にかほ市でこんな

活動をして頑張っていこうというものを私たち委員は市長とともに確認し合いながらやっ

ていかなければならないということを、いろいろな資料を見ながら確認してきました。 

そういう意味で委員の皆さんにも市長にもお願いしますが、今日のこの会議でいろいろ

前向きな意見を出して、この総合教育会議が風通しのよい居心地の良い会議になるように

していただけたら幸いだなと思います。皆さん方と協力して、まずは子どもたちが、そし

て地域の皆さんが一緒になって活動するにかほ市を作るために、私たち委員はできるだけ

のことはやらなければいけないと確認して、挨拶にしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

○事務局（佐藤・総務行政改革班長） 

それでは、ここで本日出席しております事務局並びに説明者の職員を紹介したいと思い

ます。 

～各出席者を紹介～ 

これから協議に入りますが、にかほ市総合教育会議設置要綱第 5 条において、市長が会

議の議長となりますのでお願いいたします。 

 

○議長（市長） 

それでは暫時の間、議長を務めさせていただきますので、議事進行についてよろしくお

願いいたします。 

まず、傍聴者の方々にあらかじめ申し上げます。本日協議する案件の（３）いじめにつ

いてと（４）その他、具体的に書いておりませんが、本市の学力の現状については、プラ

イバシー等を保護する観点から設置要綱第９条に準用する、にかほ市教育委員会傍聴規則

第８条の規定により秘密会といたします。後で指示いたしますので、退席をお願いいたし

ます。 

それでは、次第に沿って会議を進めて参ります。協議事項（１）の「にかほ市総合教育



会議設置要綱について」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

○事務局（齋藤・総務課長） 

資料１「にかほ市総合教育会議設置要綱」により説明。 

（参考資料：地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号）（抄）） 

 

○議長（市長） 

ただいま事務局より「にかほ市総合教育会議設置要綱」について説明がございましたけ

れども、これに対してご質問等ございましたらご発言をお願いします。 

 

○全委員 

異議なし。 

 

○議長（市長） 

無いようでございますので、本市の総合教育会議は、この設置要綱により会議を運営し

ていくことでよろしいでしょうか。 

 

○全委員 

異議なし。 

 

○議長（市長） 

それではそのようにさせていただきます。 

次に協議事項の（２）教育の振興に関する施策の大綱（にかほ市教育大綱）（案）につい

てを議題といたします。事務局の説明をお願いします。 

 

○事務局（池田・教育総務課長） 

資料「教育の振興に関する施策の大綱（にかほ市教育大綱）（案）」により詳細に説明。 

 

○議長（市長） 

ただいま事務局から説明がありました、にかほ市教育大綱（案）について、ご質問ある

いはご意見等ありましたらご発言をお願いいたします。 

この教育大綱（案）については、事前に教育委員の皆さまにも配付していろいろ検討を

いただいているところだと考えますので、その他にもこれまでの経過の中でご質問等ござ

いましたら、ご発言をお願いいたします。 

 

○全委員 

なし。 

 



○議長 （市長） 

無いようでございますので、にかほ市教育大綱については、提出しております案をご承

認ということでよろしいでしょうか。 

 

○全委員 

異議なし。 

 

○議長（市長） 

ありがとうございます。これで決定をいたしたいと思います。 

次に（３）いじめについて、（４）その他については、先ほど申し上げましたように秘密

会としますので、傍聴者、報道関係者はご退席をお願いします。 

 

－傍聴者・報道関係者退席－ 

 

○事務局（木谷・学校教育課長） 

（３）いじめについて説明（秘密会のため、内容は未掲載） 

 

○事務局（木谷・学校教育課長） 

不登校について説明（秘密会のため、内容は未掲載） 

 

○事務局（木谷・学校教育課長） 

（４）その他 学力の現状について説明（秘密会のため、内容は未掲載） 

 

○議長（市長） 

その他、何か委員の皆さまからございましたらお願いします。 

 

○教育長 

教育も地方創生という視点から考えなければならないと思います。市長がいつも言って

いる中で、今年は地方創生の元年であると。教育関係で地方創生をどう捉えていくか。ま

ず一つは、ジオパークを含めながら小・中学校のジュニア案内人を育成していく塾を、市

内の観光案内人２８名、商工会、観光協会などを含めて設立し、小中学校から希望を募り、

ふるさとの良さをガイドできるくらいの子どもたちを育てることが、ある意味では地方創

生につながるのではないかと思います。この「ジュニアガイド育成塾」を開くこともその

一つかと思いました。具体的には、教育委員会で相談しながら各部署と相談していきたい

と思っています。 

もう一つは、仁賀保高校の存続も含めて、高校生のボランティアを市役所の組織の中に

位置づけ、ジュニア課やボランティア課でもいいのですが、高校生と行政が一体化して事

業を進めるなど、予算的なものは必要ないと思われます。今まで行っていた情報メディア



科の関係や、あるいは文化財関係の写真撮影、その他資料保存に関するもの、あるいは防

災関係では、象潟小学校が防災教育推進モデル校に指定されていることから防災教育につ

いてなど、そこに携わることで、にかほ市の行政と一体になっているという捉え方をした

ら、行政に対する高校生の考え方や、ふるさとにかほ市に対する考え方も変わってくれば、

地方創生につながっていくのではないかと思われます。また、生涯学習課の社会教育活性

化支援プログラム事業にも係わることで、大学の先生の指導助言でいろいろな方面に広が

っていく可能性もあると思われます。 

 

○議長（市長） 

大変良い意見をいただきました。ありがとうございます。高校生でも、一般の若い人た

ちで組織を作っていろいろ活動していくということは、良いことだと思います。現状から

考えて、今年の春に在住の高校生は２４０人卒業したのですが、就職・進学でにかほ市に

残ったのは、約４０人ほどしかおりません。市外に出ていかれたのは２００人。一度ふる

さとから出てしまった中で、６０％は帰ってこないのが現状です。ですから、この流れを

変えるためにいろいろな方策を作っていかなければならない。働くつもりであれば、働く

場所はあるのです。このにかほ市でも製造業や他業種にも。でも、若い人たちにしたら、

学んだことを活かす仕事に就きたいという思いを持っているけれども、そういう職種をこ

の３万人弱の地方に作ろうとしても無理があります。そこで、先ほど教育長の言った活動

でふるさとに愛着心を持ってもらって、ここで暮らしてにかほ市を支えていくという気持

ちを大きくしていかないと、今の状況、若い人たちの流れは変わっていかないと思います。

そこで、高校生に災害のことを含めて行政と連携すること、今までは行政との連携はあま

りなかったのですが、そういう組織がいろいろな面に発生していくということは、これか

らの地方創生に大切であると思います。 

それから、ジュニアガイド、この間新聞に白瀬のジュニアガイドが載っていましたが、

いいことだなと思って見ました。ジオパークも鳥海山と飛島のジオパーク構想で指定を受

けようと頑張っているところです。鳥海山は６０万年前に噴火でできました。飛島は１０

０万年前に地殻変動でできました。鳥海山は複数回の噴火によって今の 2,236 メートルの

山になっていますが、2,500年前に千蛇谷から北側の方が山体崩壊して象潟から仁賀保まで

の今の地形を造っています。その中で、象潟の九十九島ができて、長い年月の中で浸食さ

れて水がたまって九十九島の形が残っていますが、金浦にある山も仁賀保にある山も同じ

く 2,500 年前に山体崩壊でできた山ですから、こういうことを子どもの時から案内して、

地元に誇りを持って地元に残りたいとか、長い歴史の中で文化や歴史を作った先人たちを

見直して、ここに残り頑張るという子どもたちを一人でも多く育てるためにも、先ほどの

ジオパークガイドみたいなものもいいなと思いました。これから検討させていただきます。 

 

○教育長 

先日、松島町に行った際に松島町の教育長と話をしてきました。今はマリンピアもなく

なり、修学旅行も来ないし、どうしたらいいかと考えを出し合っていると聞きました。 



松島高校について話したら、そこに観光科を作っているそうですが、そこには地元出身

者がいなくて、ほとんど他地域、他県から来ているそうです。卒業後を聞いてみたら、ほ

とんど松島に残ることはないそうです。松島の子どもたちは、松島高校に行かずに、周り

の高校に進学しているそうです。あんなに歴史や観光地も多いのに、あたり前で、すばら

しさを感じられないでいる部分があるということでした。ここにかほ市も自然や観光地は

あたり前で、良さも感じることなく育ってきたと思います。だから、もっと勉強して知る

機会をつくるガイド育成塾があればいいなと、松島から勉強してきました。 

 

○議長（市長） 

今日の会議とちょっと話がそれますが、例えばこれから人口が減っていく中で、この地

域の活力を維持していくためには、働く場所もそうだけれども、観光による交流人口を拡

大していくことも、経済を維持していくためには必要だと思います。人口が減るとそれだ

け消費が減るので、経済が縮小していくわけです。そういう中においてジオパークも含め

てですが、観光には力を入れて行きたい、例えば、ノースアジア大学の観光科が県内で頑

張っています。そこで、にかほ市の観光で頑張りたいという高校生がいれば、私は推薦で

きます。これは仁賀保高校にも伝えていますが、一人でもここに定着できるのであれば、

こういう制度も活用した方がいいのかなと思ってお話しさせていただきました。ノースア

ジア大学とにかほ市は協定を結んでいますので、市長の推薦ができます。一つの情報とし

てお話ししました。 

 

○大久保・教育委員長 

白瀬南極探検隊記念館のジュニアガイドの情報が入ったので、どんな感じでやっている

のかちょっと見に行ってきました。嬉々としてやっていました。終わったときはどんな感

じなんだろうと思っていたら、あぁ終わったという顔でした。やった本人は「やってよか

った」という気持ちになるのですが、それを他につなげる、広げる方法を考える必要があ

ると思います。金浦中学校から 3 人だったようですが、その先があるのか。先ほどの市長

の推薦で大学に入って、勉強したものをどう活かせるのかということです。 

 

○議長（市長） 

やる気があればそれなりに、卒業後の職場は用意してやらなければいけない。だから、

推薦の時も意欲など、学校から出てきたものだけではなく、職員とも話し合って推薦して

いかなければならないと思っています。推薦する以上は、私たちも期待しますし、頑張っ

てほしいなという気持ちもありますので、頑張って卒業して来たらどこにも行き場がなか

ったでは困りますので、活かせる場所は提供していかなければと思っています。 

その他ございませんか。 

無いようであれば、これで協議事項については終了いたします。 

終了しましたので、議長の任を解かせていただきまして、事務局の方に渡したいと思い

ます。 



 

○事務局（佐藤・総務行政改革班長） 

それでは、５のその他に入りますが、事務局の方でありますか。 

総合教育会議ですが、次回の開催は現在のところ予定はございません。大綱も会議の中

で承認されましたので、今のところは予定が無いと言うことをお知らせします。何らかの

事情で会議を開く場合には、その都度お知らせいたします。 

それでは、これをもちまして第１回にかほ市総合教育会議を閉会いたします。 

 


